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　わ が 国近代デ ザ イ ン 史の 展 開をみ るうえ で ， 明治30年代は激変の時代で あ っ た とい え る 。 こ の 変化
の 側面を一ロ で い えば． What 　is　Designか ら How 　to　Designへ の 転換で あ る 。 そ の 背景 に は ． 内
的要因として， 日清戦争戦勝に もとず く工業化社会へ 向けて の 産業基盤再編成 ， お よ び ， 中央直轄の
教育機関｝こお ける図案科の 設置が あり， 外的要因と して は，1900（明治33）年 パ リ万 国博覧 会 （以下
万博 と略称す る。 ） へ の 参同があ っ た 。 こ れ ら の要因が， わが 国近代デ ザ イ ン の 展開に ど の よ うな影
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
響を与えたかに つ い て は ， すで に 別稿で概説 した 。 また，明治前期に おけ るわ が国の デ ザ イ ン 啓蒙活
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
動に は ， さ まざまの 課 潭が課せ られ て い た こ とも別 稿で 述 べ た とお りで ある 。 すなわ ち，　「美術」概
念の 導入 と 日本伝統美術工芸の 再興 ， 地 方伝統産業の 再建 と輸 出振興策 へ の 対応で あ り， 特 に伝統産
業の再建に 当 っ て は ， 広 く民間商工業者 へ の デ ザ イ ン の啓蒙の み で な く当該産業へ の 技術指導，更 に
は産業構造改革まで を含め た 巾広 い 問題 を 同時に 扱 わ ねばな らなか っ た 。 従 っ て ， 明治 30年代以前 に
展 開 され た デ ザ イ ン 啓蒙の ため の 言論 ・文書活動 に は ， さま ざまな パ ターン がみ られる と同時に デ ザ
イ ン の 持つ 理 念を説き意義をとなえ る内容の もの が多い 反 面，方法論一 デ ザ イ ン を ど う考え るか で
な くどう行 うか一 の 視点を欠い て い る 。 昭治30年代に前後 して デ ザ イ ン 改革 の た め の さ しせ ま っ た
要因が 国の 内外に 起 り，
J
方法論へ の模索が 始まるの は当然の 帰着で あろう 。 明治30年代中頃よ り， 小
室信蔵に よ る一連の 方法論に 関す る著作が現 れ 始め ，1909（明治42）年 の 『一般図按法』 へ と結実す
る 。 こ の 『一般図按法』は ． 管見の 範囲で も， 1924（大正13）年に第10版が発行 され てお り， こ の 再
版回数の 多さは ， 小室 の 研究成果が長期にわ た っ て 有益視 されて い た こ とを物語 っ て い る 。
　 本稿に お い て は ， 明治30年代以前の デザ イ ン 啓蒙に 関す る言論 ・文書活動の一端を紹介 し． 次い で ．
小室信蔵の 「通俗図 案法」 を手が か りと し て，明治30年代以 降の デ ザ イ ン に 関する方法論の 導入 と展
開 に つ い て 概説 して み た い 。
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　 なお　文中． 東京美術学校図桜科 ， お よび大日本図按協会 はす べ て 図案で統一す る こ ととす る 。 資
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料では い ずれの 用例 もみ られ ， 用法に 統一を欠 くとともに，用 法を区別 する明確な基準 も見当 らない
た め e あ る 。
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　大日本図案協会よ り刊行 された 雑誌 『図按』の 第 18号 （明治 36年 9月） よ り，　「通俗図案法」が 連
載 され始め て い る 。 著者は の ちに ， 単行本と して はわが 国初の デ ザ イ ン 指導 書 ともい うべ き 『一般図
按法」を著 した小室信蔵 （「図按』の 記事で は秀峨の号を用 い て い る）で ある。連載は第21号 （明治
36年 12月）まで続 き，7枚の 図版を含め て も僅か 18ペ ージ の 小文で あ るが， こ の 「通俗 図案法」 こ そ．
そ の の ち小室が著 した一連のデ ザ イ ン に 関す る方法論の 起点を なすもの であ り， またわ が国にお ける
方法論 の 嚆矢 と もい うべ きもの で あ ろ う 。
　連載の 第 1 回に お い て ， 小室 は 次の よ うに 述 べ て い る 。
　　　近来図案と い ふ もの が盛に な っ た の で 工 芸家は勿論 実際に 器 物其他種 々 の 物品 を作 る人 も彼是
　　と考込み た り小学や 中学な ど に て も図画教授の 時に 図案牽さ する こ とが以前に 比 して は誠に 非常
　　に 多 くな っ た こ とは驚 くばか りで あ る 。 　（中略）処が 口 で 言 っ て よ い こ とは蹕案の 為め と思 ふ か
　　 らどん どん 吐しは して も， こ れは智識の 方面 の もの で ない ， 聞い て 理 会する に は如何な人 で も難
　　い こ とはな い 。 併 し斯 うして彼様 して と聞い て も元来 こ の図案と い ふ もの が智識 とい ふ もの では
　 　 　 （vv ）
　　な り， 技能で あ るから聞い たばか りで は出来 ない ，何程 口 で 言っ て もそ れを筆記 して も図按は半
　　分 も出来 な い 麺は で な い 全 く出来 な い 理 解 す る こ との 出来 る 部分 は 其手続 や 着想 即 ち平 た く言 へ
　　ば思 付きの こ とや ら猶又其品物の 工 作方法に 付い て の 注意や 製造に 用ひ らるる材料の 性質に 関す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　 る注意や其品物の どん な風 に 用ひ ら るるか な ど に 関す る注意 位 の こ と で ある。
　 こ の 文中に は ， 当時 の デ ザ イ ン 事情に 関する重要な指摘が 2点含まれて い る 。 普通教育に おける図
案教育が重視され始め た こ と，およ びそれ まで の デ ザ イ ン 指導が 理 念を と くこ と に終始 し，方法論へ
の 視点 が欠けて い た こ とで あ る 。
　初め に 述 べ た よ うに ， 明治前期に ， わが 国に ヨ ーロ ッ パ デ ザ イ ン 概念の 移入が試み られた 過程で は ，
さま ざまなパ ターン の 言論 ・文 書活動がみ られ る 。 移入 の 目的とす ると こ ろは，美術を通 じて の 伝統
産業 の 再建 と．輸出 の 振興 に あ っ た が，美術概 念を包 括す る言葉す らなか っ た時代 に あ っ て ，先ず産
業振興 ICか らめ つ つ 美術の 意義を説 くこ と ， そ れ も， 日本伝統美術の 再評価に 力点を 置い た提言が第
1 の パ ターン で ある 。 竜池会に お け る フ ェ ノ ロ サ の 演説， 「日本美術工芸 ハ 果 シ テ外国需要 ヲ喚起 ス
　 　 　 　 　 　 　  
ル ノ カア ル ヤ 否 ヤ」が そ の 一例 で あろ う 。 フ ェ ノ ロ サ の説 くと こ ろは ， そ の 後の彼の H 本に お ける活
動で み るとお り，あ くまで も 日本伝統美術工芸の 再興と振興に あ っ た こ とは い うまで もない 。
　第 2 の パ ターン は ， 日本伝統美術工 芸の 独 自性と優秀性を 認 め つ つ ， 近代産業社会前夜 の わが 国産
業社会 に ， 実情 に 則 した改善策を もあわせて提言す るもの で ， ワ グネ ル の 「工 業 ノ 方針」 の ほ か ， 彼
の 一連 の 海外博 ・内国博関係報告書に み られ る提言が そ の 例 で あ る 。 　「工 業 ノ方針」は次 の 要約で し
め くくられて い る 。
　　一　日本ノ 工業 ヲ外国 ノ競争 二 対 シ テ拒 カ ン ト欲 セ ハ 日本固有 ノ味 ヒ ト其美術心 トヲ永久 二 保存
　　　 シ 日本人 民 ヲシ テ決 シ テ之ヲ忘 レ シ ム ヘ カ ラ ス
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　　二 　日本 ト外国 ト工 業上 ノ 仕事 ヲ適当 二 分業 ス ル コ ト ヲ考へ 大ナ ル 製造所 ニ ア ラ サ レ ハ 之 ヲ製 ス
　　　ル コ ト能ハ サ ル 原料及未製品 ハ 日本 二 此 ノ如キ 製造所 ア ラ サ レ ハ 之 ヲ 外国 ヨ リ購入 ス ル モ ノ ト
　　　 シ 日本 二 於テ ハ 之ヲ以 テ種 々 ノ 目的二 製造ス ル コ ト
　　三 　日本 ハ 其輸出品 ヲ最 モ 完全 ノ モ ノ ニ ス ル コ ト ヲ勉 メ 正 直親切及注意 ハ 好キ 品物ヲ造ル ニ 必要
　　　ナ ル モ ノ ナ レ ハ 常二 之 ヲ忘 レ ス 可成精良ノ品 ヲ 造 リ可成高価 二 販売 ス ル コ ト ヲ勉 メ サ ル ヘ カラ
　 　 　 ス
　　四 　日本 ノ 工 業 二 於 テ ハ 商人 ト工業家 力是迄 ヨ リモ 尚一層力 ヲ合 セ テ 相共 二 働カ サ ル ヘ カ ラ ス
　　五 商人 モ 工業家 モ 共 二 何 レ ノ事業 二 付テ モ 其商 ト其技術 トニ 付 テ是迄 ヨ 弓モ 尚詳細 二 之 ヲ知 ラ
　 　 　 サ ル ヘ カ ラ ス
　　六 又善キ職人 ヲ養生 シ其職人 二 精良ナ ル 機械及道 具 ヲ用 フ ル コ ト ヲ教 ヘ サ ル ヘ カラ ス
　　七 小ナル 製造人又 ハ 工業家或 ハ 職人ハ 互 二 親睦共同シ テ大ナ ル 製造家或 ハ 商人 卜同 L ノ利益 ヲ
　　　得 ル コ ト ヲ勉 メ サ ル ヘ カ ラ ス
　　八 凡テ何事 二 付テ モ 極メ テ細小ナル 事 二 至ル 迄常 二 進歩セ シ ム ル コ ト ヲ勉 メ 決シ テ 同 シ 位置 二
　　　永 ク止 マ ル カ如 クナル ヘ カ ラス 殊 二 内地需要 ノ為メ ニ 働作 ス ル 工 業 ニ ハ 外国 ノ為メ ニ ス ル 工業
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　　 ヨ リモ 尚注意 セ サ ル ヘ カラ ス
　ワ グネ ル の 「工業 ノ方針」 に は．わ が 国産 業社会の 目指す べ き方針が 適確な実情把握と ， 洞察力と ，
細心の配慮を も っ て 示 されて お り，広汎 な領域 に わ た る ワ グネ ル の 卓抜な見識を示す もの で あ る 。
　第 3の パ ターン は ， 当時欧米先進工業国に お い て ， 工 業製晶に美術を応用 し， 輸 出振興策とす る 観
点か ら普及 して い た 「応用美術」 の 概念を説 くもの で ． 竜池会会員 の 河瀬秀治 に よ る 「竜池会ノ儀 二
付建言」，あ る い は五 品共進会講話会に お け る河瀬の ， 「応用美術 ノ関係」に 代表され る意見で ある。
河瀬 は ．　 「竜池会ノ儀二 付建言」 におい て
　　 。官民一致 ノ体 ヲ定 ム ル 事
　　 。 美術 ノ 原理 ヲ明カ ニ シ テ振興ノ基礎 ヲ定 ム ル 事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　 。 応用 美術振起 ノ 要 ヲ定 ム ル 事
を論点と し，また 「応用美術 ノ関係」で は
　　応用美術ナ ル モ ノハ 元 トニ ツ ノ 旨趣 ヨ リ成立 ツ モ ノ ナ レ ハ 先 ツ其ニ ツ ノ モ ノ ヲ判然 ト別 チ 而 テ又
　其ニ ツ ヲ合併 シ 始メ テ今日 ノ演題ナ ル 応用美術 ノ 失意 ヲ明瞭ナ ラ シ メ ン ト欲 ス 依 テ之 ヲ分ツ事左 ノ
　加 シ
　　第一　美術 ノ 大意
　　第二 　実用物ノ大意
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＠
　　第三 　応用美術ノ大意
の 3点を軸 と して論 旨を 展開 して い る 。
　第 1の 「美術 ノ大意」 にお い て は ，　「仏国 二 美術省 ア リ又中央美術協会ア リテ官民 力ヲ盡シ テ之 ヲ
勉 ム ル モ ー ツ ニ 富国 ノ 目的 二 外ナ ラ ス 」 と述べ ， 美術育成の 経済上の 効果に つ い て 力説 して い る ． 第
2の 「実用 物ノ大意」にお い て は ， 美術品そ の もの は ， 生活に欠 くべ か らざ る もの と は い えな い が ，
実用 品は，衣 ・食 ・ 住に 直接か かわる必要不可欠の もの で ある と し， 美術品 と実用品とを 明確 に区別
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して 考え る こ とが ， 「応用美術」 の 概念を説明す る た あの 前提で あると述べ て い る 。
　第 3 の 「応 用美術 ノ大意」にお い て は，先ず 「応 用美術」を
　　　此応用美術 ・・即 チ美 ノ褂 館 ノ衡 ヲ相合 シ テ始 メ テ成立 ス ，レ モ ノ タ 、巉
と定義づ け
　　　此 応用美術品ヲ製 ス ル ノ 目的 ハ 前 ニ モ 云 フ 如 ク第一二 実用上 ノ便否 ヲ講究 シ 其実用上 ノ場合 二
　　応 シ テ美観 ヲ 呈出 ス ヘ キ ノ 考案 ヲ 必 要 トシ 広 ク人情 ノ 向背 二 注 目シ テ其宜 シ キ ヲ 得 ル ニ 至 ラ バ
　　（中略）其翻 ノ大ナ ・峨 力応朕 術品 ・広ク外国 二 額 セ ラル ル 事決 シ テ疑ヲ容 。要
と述べ そ の 効用の 帰する所を説い て い る 。
　第 4 の パ ターン は ， 海外の デザ イ ン 事情を醺訳文に よ り啓蒙す る立場 で ，平山成信 の 「ラ ブー レ ー
氏工業上美術論」 ， 平山英三 の フ ァ ル ケ氏 「美術工 業論」 などを あげる こ とがで きる 。 「ラ ブーレー
氏工 業上美術論」 は，　「工業 ト美術 トノ 関係 ヲ知 ラ シ メ ン トス 」 として 次の よ うに 紹介された 。
　　　凡 ソ 工業品ハ 之 ヲ見 ル 者 ヲ シ テ ニ 個 ノ観念 ヲ生セ シ ム 即 チ実用 ノ 観 念 ト佳美ノ観念 ト是 ナ リ
　　　実用 b ハ 其工業品ノ需要 二 適 ス ル 如 何所 用元材 ノ本質如何其人工 二 由チ得 タ ル 品位如何 二 関係
　　ス ル モ ノ トス 故 二 其製造 ノ方法如何 ヲ講究 ス ル ノ念 ヲ生 セ シ ム ヘ シ （中略）要 ス ル ニ 工 業 ハ 理 学
　　上 ノ 知識 ヲ利用 ス ル モ ノ ト謂 フ ヘ シ
　　　佳美 二 至 テ ハ 我輩 ヲ シ テ 上 ノ 如 ク 製造 ノ方法如何 ヲ 採尋 ス ル ノ 念 ヲ 起サ シ ム ル コ トナ ク専ラ形
　　状 ノ 好装飾 ノ美ヲ感 シ テ 敢 ヘ テ 其製造 ノ難易 二 思 ヒ 到 ラサ ル ナ リ形状 ノ佳色彩大小 ノ 和合 ハ 即チ
　　美術 二 属 ス ル 問題 ニ シ テ美術 ノ 目的ハ 実用 ヲ求メ有形上 ノ需要 ヲ達 ス ル ニ 非 ス シ テ全 ク無形上 ノ
　　感覚 タ ル 美 ヲ造 リ出ス ニ 在 リ故 ニ 工 業 ハ 美術 即 チ 人 目 ヲ娯 マ シ ム ル ヲ 主 ト ス ル モ ノ ニ 就 テ 其模範
　　ヲ求 メ 佳美 ノ原素 ヲ借ラ ザ ル ヲ 得 ズ （中略）実用 二 適 ス ル ノ ミナ ラ ス 又形状 ノ美色彩大小 ノ 和 合
　　球 メ 以 テ美術 ノ加 借ル ・ ・ 常譜 駟 用 、 物品 ヲ製 。 ル ニ 於テ 見 ル 所 
　また， フ ァ ル ケ氏 「美術工業論」 に お い て は ， 更に 形態 と実用 機能 の 関係，材料 。 製法に つ い て の
　注意に も言及 され て い た 。 す なわち
　　　凡 ソ 美術工 業上 ノ 製 作 二 係 ル 百般 ノ 物品二 於ル ヤ，其美術上 ノ其本 トナ ル ベ キ モ ノ ニ ツ ア リ，
　　日 ク形状ナ リ日 ク装飾ナ リ， 而シ テ 猶此二 者 二 於テ其序 ヲ論 ズ レ バ ，装飾 ハ 成形以 後 二 起 ル モ ノ
　　ナ レ バ 之 ヲ第ニ ニ オキ形状 ヲ 以 テ第
一 トナ ス ベ シ 。 抑 モ 形状ハ 如何 ニ シ テ起 ル ヤ ， 例ヘ バ ー器一
　　物 ヲ製 ス ル ニ 其方円長短浅深等其他各種 ノ 形状 ハ 専ラ作者 ノ思想 卜考案 トニ 因 テ之 ヲ 自由 ニ ス ル
　　ヲ得 ベ キ 九 日 ク否 ， 決テ 然 ル ヲ得ザ ル ナ リ， （中略） 固有定形 ノ 因 ラ起 ル 所 ハ 如何， 日 ク実用是
　　ナ リ， 総テ美術工 業品 ノ 要 旨ハ 実用 ニ ア リ， 観美之 二 次 グ， 然ル ヲ 若 シ 実用ノー点ヲ欠 ク トキ ハ
　　縦令如何ナ ル 美術ア ル モ 不完全 ノ物品 トナ シ ， 之 ヲ擯斥 セ ザ ル ヲ得ズ 。 　（中略）而シ テ更 i 形状
　　二 関係 ヲ有 ス ル モ ノ ハ 使用 ス ベ キ 材料 ト製法 トノ ニ 点ナ リ，而シ テ材料ハ 実用 二 応ジ テ 之 ヲ 択 ビ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　製法 ハ 材料 二 因 テ 之 ヲ 定 ム ル モ ノ ト ス 。
　こ こ に はすで に．機能主 義的視角を想起させ る内容を含 ん で い る が ， こ の 一文が r竜池会報告」 に
発表された の は，1884（明治 17）年 で あ り， 欧米に おけ る工 業化社会 と芸術の 邂遁が ， 新 しい 造形理
念と して の機能主義を定式化す る場を か た ちつ く っ て い た こ とを物語 っ て い る。
　なお ， こ れ ら 2 つ の 海外文献は，前述の 河瀬の 文 IC先立 っ て 紹介 されて お り， 河瀬が示唆を受け る
と こ ろ大で あ っ た で あ ろうこ とは ， 論 旨の 共通 性よ りうかが えよ う。
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　 ともあれ ， 上 に 述 べ た よ うに ， 明治20年前後に 特に活発に 展開 され たデザ イ ン 啓蒙の ための 言論 ・
文書活動 は，美術 の 振興 ・ 日用品 と実用 の 問題 ・ 応用美術の 概 念 ・ 装飾 ・ 材料 と製法の 問題 ， 更に は
生産組織，生産 技術の 改善を も含めた多角的視野を もつ もの で あ っ た。
　五 品共進会 に お ける納富介次郎の講演は ， の ち に『繭絲 織物陶漆器 共進会第四区陶漆器 審査報告附録
講謡会筆記」（明治19）に ， 「美術品 ト応用美術品 ト普通雑品 ト ヲ製造 ス ル ノ 目的」として ま とめ られ て
い るが ， 内容は上述の デザ イン に か かわ る多角的な諸問題を集大成 した もの と考えられ ， まとま りの あ
るデザ イ ン 指導書 として は，わが国初の もの と思われ る 。 前文に お い て ，納富は次の よ うに 述 べ て い る 。
　　　凡 ソ 人間 ノ為ス ヘ キ事業 ニ ハ 必 ス 皆一定 ノ 法則ナ ク ン 冫・ア ラサ ル ナ リ （中略）況 ン ヤ 人 間必 要
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク tt ウ F
　　 ノ 器 物製造 ノ如キ何 ソ ー定ノ法則ナ キ ヲ得 ン ヤ概 ス ル ニ 法 ヲ知 ル モ ノ ヲ粋人 ト云 ヒ 法 ヲ知ラ サ ル
　 　 　 　 　 シ 　 ウ F
　　モ ノ ヲ素人 卜云 フ 欧米ノ 工芸ハ 皆夫 々 二 専門学ア リ分業術ア
’
リ故 二 其学ヲ修 メ其術 ヲ学 ヒ 初テー
　　個 工 人 ノ 資格ヲ 備 フ ル モ ノ トス 但 シ 我鄭ニ ハ 古来未タ此 学術ナ ク又 読 ム ヘ キ書類モ ア ラ サ レ ハ 今
　　俄二 欧米ノ如 クナラ シ メ ン事 ヲ望ム ニ ハ ア ラサ レ トモ 事 々物 々相競 フ テ開明二 進 ム ノ今日ナ レ ハ
　　河瀬君 ノ美術論 （納富の講話の 前を受 けた の が河瀬秀治の 「応用美術 ノ関係」な る講話で ， こ れ
　　も 『講話会筆記』に は 「応用 美術 ノ 大意」 と して 採録され て い る 。 ） ト同 シ ク工 芸上 二 最 モ 必 要
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　ナ ル 学問丈 へ 少 々 ニ テ モ 応用 ス ル 事 二 致 シ タク思 フ ナ リ
そ して 「一己ノ老婆心 ヨ リ」と断りなが ら，　 「製品要点比較表」の タ イ トル で 一面の 図表が添え られ
　　て い る 。 表中に
　　　但 シ 器物 ヲ以テ 人類 二 比 ス ル カ如キ ハ 抑牽強附会 二 属シ 奇 ヲ求 ム ル ノ 意 二 出ル カ如 シ ト量 トモ
　　是只各工 人 ノ記憶シ易ク シ テ而 シ テ 自カラ判 断 ヲ下 ス ヲ得可 ク又時 二 之 ヲ取 捨 ス ル ヲ得セ シ メ ン
　　
’
卜欲 ス ル ニ ア リ識者幸 二 之 ヲ諒セ ヨ
と断 りな が ら， 製品の ラ ン ク に応 じ て 精好堂室器具＝貴婦人 よ り下等雑用家具一炊婢ま で 7つ の ラ ン
ク に そ れぞ れ女性の 身分を当て はめ， 更に 甲，乙 2表を追加，の ち に ふ れ る デザ イ ン 上の 注意項目 と
して あげ られて い る原質 ・形状 。装飾 ・適用 ・品格 ・堅 牢を，貞節 ・面 容 ・装飾 ・才能 ・晶格 ・健康
と併記 し．そ れぞれに棒 グラブで そ の 必要の 度合を示す ご とに よ っ て ． 製品 ラ ン ク に 応 じた諸注意項
目の 度合が聴衆に 理 解されやすい よ う工夫 され た表で ある 。 今 日 で は とて も許さ れ な い対比 で あ り，
表の 未尾 で も重ねて
　　　此表 バ ー時 ノ話柄 二 供 セ ン ト欲 ス ル マ テ ニ テ倉卒之 ヲ製 ス ル モ ノ ナ リ故 二 項 目熟字 ノ不穏或 ハ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　寸度 ノ誤謬ナ キ ヲ保セ ス 看客之 ヲ諒 シ 且幸 二 教示 ス ル 所ア レ　　　 　　　　　 ・
と記 して い るが，当時の世相の一断面を例に 引きっ っ ． デ ザ イ ン 概念の 啓蒙に 当ろ うとした納富の 苦
心 のあとが うかが われて興味深い 。
　本文 に おけ る諸注意の 内容は ， そ れ ぞ れ次の 通りで ある 。
　　1．原質ノ注意
　 僅b）　2行で ， 材質を精選すべ きこ とを述べ て い る 。
　　2．適用 ノ注意
　 「適用 ノ注意 トハ 茶注 ノ茶ヲ 入 レ 茶碗 ノ茶 ヲ 喫 ス ル ニ 差 支ナ シ ト云 フ 迄 ノ事 ニ ハ ア ラス 例 ヘ ハ 茶注
ノ把手 ノ持矩合宣 シ キ トカ 茶ノ出矩合宣 シ キ トカ 」 とあ り， デ ザ イ ン の 対象とな る器物の 機能全般 に
わ た り配慮の 必要が ある こ とが説かれ て い る 。 未尾に ，　「若シータ ヒ 意 ヲ此 二 注ク時ハ 自分 ノ考案 ニ
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　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 緒方 ：明 治 とデ ザ イ ン
テ 発 明改良 ヲ 為 ス 事 モ 赤多カ ル 可 シ 」 と して．デ ザ イ ン の 発 想 の 重要なポ イ ン トで ある こ とを指摘 し
て い るの は注 目すべ きであ ろ う。
　　3．堅牢 ノ注意
　科学の 応用 を図 り， 製品の 堅牢度を高め る工夫を示唆 して い る 。
　　 4．形状 ノ注意
　造形要素 の 重要な一部で ある 形態 に つ い て の 注意で あ るが ， あ ま り触れ られて い ない 。 ただ ，　（博
観会 ・共進会等の ）審査官が先 づ 判 定の 眼 を 向け る 所 で あ っ て ， その 鑑識眼に た え る もの で あ る こ と｝
形状 に 「決シ テ好悪 ナ キ様」注意す る に とどま っ て い る。
　5．装飾 ノ注意
　最 も多 くの ペ ージをさい て 述べ られて い る。デ ザ イ ン に お い て 装飾性を最重視 した明治時代の デザ
イ ン 観の 現 れで あろ う 。 装飾は 「河瀬君所論 ノ 如 ク肉体上 ノ 入用 ニ ハ ア ラ ス シ テ霊魂 ノ 愛翫 二 要 ス ル
所」 すな は ち精神的な満足 感を もた らす も の で あるが ， 審査官は ， こ の 「装飾」を審査 の ポ イ ン トと
す る の で，よ く注意すぺ きで ある 。 然 も， 「装飾」 は ， デザ イ ン 上 の 諸注 意 と して上に列挙 した項目
中 「最 モ 改良 ノ容易キ モ ノ 」で あ っ て ， デ ザ イ ン （こ こ で は下図 と い う て い る）が よければ，　「好キ
図 ヲ 以 テ 下手 ノ 作 リタ ル 品 ノ 方其売口 早 クシ テ 価 格 モ 自然貴キ ヲ得ル 」 こ と に な る 。 また需要者の 好
み に応 じて バ ラエ テ ィーに豊ん だ デザ イ ン を用意すべ きで あ るが，そ の ため の 参考見本を各種取揃え
る こ とに ． 商人は労をお しん で は ならな い とす る 。
　　 6．価格ノ注 意
　価格 に つ い て は ， 前項の 適用 ・形状 ・装飾に注意を払え ば， 不注意 の 品よ りも少 々 高価 で あ っ て も
十分対抗 出来 るが ， 注意の 出来ぬ 人 は 「朝 ハ 人 ヨ リ早 ク業 二 就キ夜ハ 寝酒 ヲ廃 シ テ十時及至十二 時迄
モ 勉励 シ テ製品 ヲ廉価ニ ス ル ノ 外」な く， 「脳 カ ヲ労 ス ル コ ト」すなわち，よ く考え て 作 る こ とが大
切 だ と説い て い る。 なお，大量生産に よ る コ ス トダ ウ ン の 方策に っ い て ，「後談 二 廻 ス ヘ シ 」 と して ，
本文の 結び に お い て 分業の方策が提案されて い る 。
　　 7．品格 ノ注意
　品格が 諸注意の最後 の 項目で ある が ， 「此 品格 ト云 フ 事 ハ 無形ナ リ」 とあ りまた ， 「如何ナル 玉顔
錦衣ナ ル モ 其品格 ノ卑シ キ ハ 貴重 セ ラ レ サ ル モ ノ ナ リ」 と述べ て い る所 よ り見れば品位の 意味 ととれ
る 。
　結び と して 「価格 ノ注意」 の 項で 触れ て い た 分業の 方策を次の 通 り提案 した 。
　　一　品物 ノ 価 ヲ廉ナ ラ シ ム ル ニ ハ 省略 ヲ為 ス ヨ リモ 手順 ヲ能ク シ テ軽便 二 出．来ル ノ方法 ヲ取 ル ニ
　　　在 リ手順 ヲ能 ク シ軽便 ヲ得 ル ハ 分業法 二 若 ク事ナ シ
　　ー　品物 ヲ廉 ニ シ テ 且 ツ 製造 ノ宣 シ キ ヲ得 ル ハ ー二 熟練 ニ ア リ此熟 練 ヲ得 ン トス ル ニ ハ 是又分業
　　　 法 二 若 ク事ナ シ
　　ー　品物ノ価値廉 ニ シ テ製造宜 シ ク且多数 ヲ製 シ 得 ル ハ 分 業ヲ割テ 更 二 尚分業ヲ ナ ス ニ 若 ク モ ノ
　 　 　 　  
　　 　 ナ シ
　更に 分業は大企業で なけれ ば 出来な い と して 断念す る者 も多い で あろ が ，小企業で あ っ て も 「家 々
相分 レ テ 業 ヲ取 ル モ 其分業法」で あり，そ の た め に は ，　「同業規約シ テ団結 ヲナ ス 」 として 同業組合
結成の提案を行 っ て い る 。 ・こ の 分 業に 関 して は ， ワ グネル もすで に 「明治14年第 2回内国勧業博覧会
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報告書』　（明治 1の の 第 8章 「博覧会各区類 二 係 ル 評説論議」 の 中で ， 「凡ソ陶業 ヲ分 テ数科 トナ シ
其労ヲ分担 ス ル ノ利」あるの は明 白で あ り， また陶業進歩の 過程で 分業に 至るの は ， 自然の 勢で ある
と述 べ て い る。ただ一工場で こ れ を実現す る に は大資本を要するが ， 日本の 産業の 実態を考慮すれば
　　　斯 ク許多 ノ資本ヲ得 ル 蓋 シ 容易ナ ラ ス （中略）故 二 前議 ノ如ク全業ヲー家 一手ノ 下 二 統合 セ ス
　　翻 テ之 ヲ若干 ノ 工 家 二 分排 ス ル ノ現在事情 二 適 ス ル ニ 如カ サ ル ヘ シ況 ン ヤ此 ノ 分業ノ事製陶地方
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　ノ 中心 二 於テ実行 セ ハ （中略）分業 ノ 図議竟二 功 ヲ奏 ス ル ニ 至 ラ ン
と して ， 当時の 家内制手工 業 に よ り成立 して い た陶磁産業の実態 に則 した提案をな して い る 。 ただ陶
磁産業に お ける分業化は， ワ グネ ル や納富の提 案の 如 く零細製造業者の 協同 とい う形を とらず ， 絵付
業に 例を見 るよ うに ， 問屋制資本に よる業界の 再編成，問屋商人 へ の 従属として 実現されて 行 くの で
あ る。
　同業組合の結成に つ い て も， ワグネ ル は 「工 業 ノ方針」 に お い て 資金調達の 便 を計 る た め に 「地方
二 住居 ス ル 職人力相寄 リテーノ組合 ヲ結」ぶ必要性を論 じて い る 。
　納富と ワ グネ ル は，、ウ ィ ーン 万博 （1873＜明治 6＞ 年）以来， これに続 く フ ィ ラデ ル フ ィ ア 万博
（1876＜明治 9＞年）や 内国博あ るい は各種共進会に 共に 参画 して お り， ワ グネル の 講演に 当 り納富
が通訳を勤あ るな ど， 互に 影響を受ける と こ ろが大きか っ た 。
　納富の 五 品共進会に おけ る 『講話会筆記』は，彼の デ ザ イ ン 啓蒙家と して の半生の 集大成で もあり，
明治30年以前の デ ザ イ ン 啓蒙指導書と して も， 最 もまと ま りの ある もの で あ る。 こ れが い か に デ ザ イ
ン の 啓蒙に 指導的役割をは た した か は ， 1905 （明治38） 年10月創 刊 の 雑誌 『技芸の 友』の 第 5 号 （明
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
治39年 2月）よ り連載さ れ た 「器物を造 る の 目的」 に は，　『講話会筆記』が や や 詳 しい 解説を加えな
が らも，殆ん どそ の まま引用 され て い る こ とに よ っ て も明らか で あろう （筆者は匿名の
一本鎗生 とな
っ て い る） 。 ただ，こ の 『講話会筆記』です ら， 本項冒頭に 引用 した 小室信蔵の 文中よ りくみ とれ る
よ う に方法論の 視点を欠 くもの で あり， こ れは また，明治 30年以 前の デザ イ ン 啓蒙に か かわる言論 ・
文書活動 にみられ る共通 した 欠点で もあ る 。
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　上に み た よ うに，明治30年代以 前の デ ザ イ ン 啓蒙指導に 関 して は デ ザ イ ン の 理 念 を説 き そ の もつ 意
義を とな え る こ とが 中心 とな っ て お り， 実際的な方法論 IC触れ る こ とは殆ん どな か っ た とい っ て よ い ，
方法論の 代りに 示さ れ た の が 図版類で あ り，明確な選択基準ある い は様式 と して の まとま りもな い ま
まに ， 多 くは 日本の伝統的工芸美術品 ・ 器物 ・ 模様 ， 一部は海外 の 工 芸美術品が再現 疫の低い 木版 ・
銅版 ・ 石版な どの 技術 で 印刷され ， 参考に 供され て い た 。 小室信蔵の 「通俗図案法」が発表され る前
段階に は，上記 の よ うな情況が存在 して い た 。
　小室信蔵は ， 1897 （明治30）年に 東京工業学校 （当時） 附属工 業教員養成所 に 工 業図案科が設 置さ
れた時の第 1回入学生 （卒業は 1900〈明治33＞年）で あり，　「通俗図案法」を著した 当時は東京高等
工 業学校 （1ge1〈明治34＞年改称）本科工業図 案科の 助教授で あ っ た 。 彼が在学 し卒業後母校 Icty鞭
をとり始めた時期は ， わ が国の 近代デ ザ ィ．ン が 大き く転換 し始め た 明治30年代初頭 で あ り ， 激変の 唯
中に あ っ た とい える 。 ζの こ とは ， デ ザ イ ン 教育に た ずさわ るかたわ ら， 数多 くの 著作を通 じて 実現
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　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 緒方 ：明治とデ ザ イ ン
して い っ た彼の デ ザ イ ン 活動をみ る上で 重要な祝点で あ ろ う 。
　小室信蔵 の 在学時お よ び 「通俗図案法」を発 表 し た 当時 （1903＜明治36＞）の 東京高等工 業学校工
業図案科の 教員 ス タ ッ フを通 じて ， 小室の受 けた デ ザ イ ン 教育， 与え られ た影響の 一端を推察 して み る 。
　附属工業教員養成所工 業図案科の 教員は平 山英三 。 前田健次郎 ・島田佳矣で あり，小室が卒業する
前年の 1899 （明治32）年に 設置 され t 本科工業図案科教員 ス タ ッ フ は ， 上記 3名に加え て 井手馬太郎
。 河 辺正夫 ・ 横井時冬 ・ 荒木寛畝 。結城 林蔵 ・森本十七 八 ・近藤 由一らで あ っ た 。 平山英三 に つ い て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
はすで に別稿で 触れて い るの で ， こ こ で は彼が ス チ ュ ッ ツ ガル トで図学を ， ウ ィ ーン で 古典的様式学
習 とそ の再構成を中心としたデ ザ イ ン 教育を受けた こ とを指摘す る ICとどめ る 。 彼の 図学 に つ い て は ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
帰国後東京彫工会月例常会 に お い て 「図学初歩」を講 じた と の 記 録が あ る 。 ただ 平山の 帰国は 1878
（明治11）年 ， 東京工業学校附属工 業教員養成所工 業図案科に科長 と して 奉職 した の が 1897＜明治30＞
年で あり， デ ザイ ン実務を離れて よ り約20年の ブ ラ ン クが あ るが ， 1897（明治3G）年 当時に おい て も
海外で デ ザ イ ン 教育を受けた唯一 の 人 物として 重要視され て い た こ とが わか る 。
　更に 特記す べ きは ， 上記10名の教員 ス タ ッ フ の うち ， 東京美術学校関係者が 4名含まれ て い る こ と
で あ る。教員 と して は前田健次郎 （1896〈明治 29＞年 よ り1898〈明治31＞年ま で ・ 嘱託教員 ・考古学
および図案担当）荒木寛畝 （1898＜明治31＞年よ り1908〈明治 41＞年 まで ・ 教授） ， 卒業生として は
島田佳矣 （1894＜明治27＞ 年絵画 科卒 ・19D2〈明治35＞年よ り図案科教授 ・主任） 河辺正夫 （1889
＜明治32＞年図案科卒 ・ 1900＜明治 33＞年よ り図案科助教授） で ある 。 卒業生の 島田 ， 河辺は ともに
の ち に 母校の 美術学校図 案科の 教員 として 奉職する こ と に な るが，東京工 業学校の 工 業図案科初期の
教育は美術学校の 影響受ける所大で あ っ た と考え て よ い 。 美術学校の 図案科 に つ い て は，　r東京美術
学校の 歴史』に 詳 しい の で こ こ で は触れ な い 。ただ こ こ で は，美術学校 に 図案科が設置された 当初の
科主任福地復一， お よび 図案を担当 した前田健次郎の 略歴を ， 彼等が美術学校に奉職 し図案を担当す
る こ ととな っ た1896＜明治29＞年まで 紹介す る こ とによ り， 美術学校図案科の 教育内容を うか が い知
る資料 と して み た い 。 こ の 略歴は ， 1903 （明治36）年の第 5回内国勧業博覧会開催をeCiC，　『審査官
列伝』　（前編） と して 金港堂よ り同年 4月刊行 さ れ た 小冊子 に よ っ た もの で ，第 5回 内国 博覧会第10
部 「美術及美術工 芸」 の 審査官の 略歴が．写真入 りで 紹介され て い る 。 福地復
一に つ い てみ ると
　　福地復一
　　　君 は三重県の 人に して ，文久 2年研勢国宇治 山田町 に生 る ， 明治 9年郷 里 の 師範学校に 入 り，
　　爾後各地の小学校訓導と して 教鞭を執 りしとあ り18年東京 lc出で 三 田英語学校に入 り英語を学 び
　　又史学哲学等を修む ， 19年 9月教科書出版所普及舎に 入 り編集の 業に 従ひ傍 ら史学教育等を自修
　　 し，21年著述 出版業に 従事す，22年 4月伊勢神苑会の 嘱を受け博物館設計上 の 謁査 をな し， 7月
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くマ マ ）
　　起立工商会社の 嘱を受 け美術工 芸品図案及び材料調査に従事す， 8月帝国博物館雇を命ぜ られ ，
　　11月帝室記 録材料報 告員 申付ら る， 24年 4 月帝室 博物館の 命に 依り東洋美術史編纂に 従事す ， 8
　　月臨時全国宝物取 調局 臨時鑑査掛を嘱託せ られ ， 26年 8月京都市の 嘱託を受け京都大阪奈良滋賀
　　等を巡回 し平安時代の 遺存物を調 査す ， 26年 10月神苑会徴古博物館設置委員を，27年　7月東京美
　　術学校東洋美術史教授を嘱 託せ らる，又 同 月京都市及平安遷都記 念会の 嘱を受 け平安神宮並に 大
　　極殿装飾調度の 取調及図案 lc従来 し，8月史上参考物調査の 為京都大阪奈良和歌 山各県を巡 回す ，
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　　11月東京美術学校教授 （高等官 7等）に任せ らる． 12丹帝室博物館よ り列品調査及管理 事務を嘱
　　託 せ ら る・12股 7位を賜は る ， 尋て 帝室図案社を創立 して 飾 図案 の 業縦 2
　図案科設 置当初は，福地 に加え て 横山大観 ・本多天城が 教員 ス タ ッ フ とな っ て い た 。 ただ福地の 図
案科在任 は僅か 9 カ月で ， 1897（明治 30）年 4 月 に は願 に よ り退職 して お り，略歴に は美術学校図案
科在任当時に つ い て 触れ る と こ ろはな い 。 前田健 次郎の 略歴 は ， 次の とお りとな っ て い る 。
　前田健次郎
　　　君 は東京府の 人 に して ，天 保12年 1月江戸下谷 御徒町 に生 る， 幼名を大吉と称 し後健次郎と改
　　む，又号を香雪と称す， 旧幕臣前田 健助の 3男に して幼よ り国典及漢籍を修め ， 元治元年家を継
　　ぎ国学歌文を教授す．安政元 年父．幕府よ り蝦夷志料編 集の 命を受 くる に 及 び其手伝出役を命ぜ
　　られ しが ． 父老病に 罹られ し為め其の 編集事務 は多 く君 の 担任す る所 とな り父の病没 後慶応元年
　　4月 全部整頓幕府に復命 し黄金時服 を賜 は る，慶応 4年 5月賜暇平民 とな り古器古書画の 鑑定を
　　研究 し故右筆了仲よ り鑑定免許を受け後之を業 とし，東京控訴院東京地 方裁判所等 の 古文鑑定を
　　命ぜ られ し こ と屡ば あ り， 明 治 8年以来東京絵入新聞朝野新聞等 の 編集監督とな り， 20年 新聞社
　　を退 く．君又和歌を能 く し天皇陛下行幸の 際詠歌を献 じて 賞金を賜 は りこ と 2回あり，23年以来
　　専 ら美術工芸 の 諸会に 力を尽 し， 25年 8月臨時全国宝物取調局臨時鑑査掛を嘱託せ らる，28年 3
　　睇 4回内国勧業博覧会龍 官鮒  る・ ・月躡 懶 2等賞を受 く・　 29年 3鰊 京美術学校・
　　り考古学及び図案の 授業を嘱託 せ らる，
　東京美術学校創 立 の 経緯をみ るま で もな く， 美術学校が 日本伝統美術工 芸を も っ て 指導の根幹とな
した こ とは周知 されて お り， 図案科の 指導 もまたそ の延長線上 に あ っ た こ とは ， 福地 ・前田 の 略歴の
示すと こ ろが雄弁に 物語 っ て い る 。 島田佳矣 の 美術学校在学中は ， 図案科はまだ設 置され て い なか っ
たが．罅の 受け た 美術教育もまた上記 の 路線上 にあ っ た こ とは．今和次郎 の ．　「島田先生は ， 出身地
金沢の加賀候の奨励 した 大名工 芸の轡 錮 守す ・ ・ 終始 ・ た 方だ ・ た と・ え そうだ ・ それが 美櫨
立 の 意 図か らみ ると正道で あ っ た訳だ 。 」 と い う見方か ら して も明らか で ある 。 反 面，伝統美術工芸
重視の校風g中か ら，日本に お い て ア ール ・ヌ ーヴ ォ ーを普及 させ た 杉浦非水 （杉浦非水 とア ール ・
ヌ ーヴ t 一に つ い て は ， 海野弘氏の 「日本の ア ール ・ヌ ーヴ ォ ー」青土社 　昭和 53に 詳 しい ） ， ある
い は，短期で は あ るが大胆な ア ール ・ヌ ーヴ ォ ース タ イ ル の 陶器 ス ケ ッ チ を発表 した板谷波山 （金沢
の 石川県立工 業学校 lcあ っ て ，　『大 日本窯業会雑誌』第 107号 〈明治 34＞ よ り， 彼の デザ イ ン を意匠
標本 と して 数回発表 して い る）が出て い る こ とは興味深 い 。
　以上に み るよ うに ， 小室信蔵の 受けた東京工 業学校附属工 業教員養成所工 業図案科における初期の
デザ イ ン 教育は ， ヨ ーロ ッ パ の 古典的様式学習を根幹 とし． 日本伝統美術工 芸をも っ て 肉づ けされた
内容と考え られ る 。
　小室に最 も大きな影響を与え た の が ， 次に述 べ る井手馬太郎で あろ う。 同 じ く 『審査官列伝』に よ
っ て ， 井手が東京工 業学校本科 工業図案科に まねかれ る1899 （明治 32） 年まで の 略歴をみ て み ると
　井手馬太郎
　　　君は明治 3年 1月福岡県糸島郡周船寺村大字宇 田川原 に生 る ， 夙に 和漢洋学を修め，南治17年
　　1月同郡高祖小学校の教員 となり， 同19年神奈川県横須賀町 に 出 て 商業を実習 し， 同 20年 3月糸
　　島郡 役所 第 3科に 入 り同 9月 同郡前原高等小学校教員とな り， 21年同県尋常師範学校に於て 体操
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒方 ：明治 とデ ザ イ ン
　　科，教育科を修め，22年 2月北米合衆国へ 渡航 し．同年加州桑港 リン ゴ ル ン 学校へ 入学 し， 普通
　　学及 び語学を兼習す　23年北 米加州 「シ ャ ス タ」郡 ウ ィ リア ム ・メ ギ ー氏所有銀鉱 山会計員に聘
　　さ る，25年加州大学美術部 へ 入学 し， 28年修業証を受け ， 尋て 美術及び貿易視察の為め 中央亜米
　　利加，南米及 び合衆国東部諸州 を漫遊す，同 9月欧州大陸 に渡 り， 11月英京倫敦市美術家 ウ ィ リ
　　 ア ム ・ア ダ ム ス の 門 に 入 る ， 29年 6月同市 グ リ ニ チ 敷物株式会社 図案師 に 傭聘せ られ ， 又 ニ ュ ー
　　 ク ロ ース 美術学校夜間部に 入学 し， 同月農商務省実業練習生 を命せ らる ， 30年同市に お い て 井手
　　図案研究所を設立 し，専 ら図案製作に従事す ， 31年 ニ ュ ーク ロ ース 美術学校修業証 を受け ， 31年
　　5月倫敦市図案協会試験に合格 しエ ム エ ス デ ーの 章を受け，32年 5月帰朝す ， 同 6 月東京高等工
　　業学校図案科教授を嘱託せ られ ， 工 業図 案科副科長 とな る ，
　文中 「エ ム エ ス デ ー」 とある の は．Member 　of　Society　of　Designerの 略で，井手はそ の Private
Me 皿 berで あ っ た 。 こ の ほか に 井手の 滞米中の 消息の 一端を伝え るも の と して ， 牧野義雄iの 『あさき
ゆ めみ し』　（昭和 31 暮 しの 手帖 社） が あ る 。 そ こ に は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Tt ）
　　　 こ の 学校に は古来一人か 二 人め 日 本人学生 が始終通 学 して 居た 。 井手午太郎君と慶応義塾 か ら
　　来た夏井潔君は私の入学前に 修学を終 っ たが （中略）井手君 は 欧州 に 渡 りもっ と勉強する た め そ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　の学資を作 らねばならぬ と言 っ て い なか の ホテ ル の ク ッ ク に雇われ ，
とあ る。 厂こ の 学校」とは牧野が 1893（明治26）年11月 に入学 したサ ン フ ラ ン シ ス コ の ホプキ ン ス 美
術学校で ， の ち IC牧野は井手の つ て をたよ っ て ロ ン ド ン に渡 り，井手と同 じ くロ ン ドン の ニ ュ
ーク ロ
ス の美術学校にも就学する こ ととな る 。 ただ牧野 が ホプキ ン ス 美術学校岱入学 した時は ， 井手馬太郎
は すで に同校で の 修学を終え て い る 。 略歴中 ， 井手が会計員と して働い て い た鉱山会社の あるシ ャ ス
タ郡は ， サ ン フ ラン シ ス コ 北部 300キ ロ 余の 地 に あ り， 交通不 便な当vatCあ っ て は ， 銀 鉱 山 の会計員
と， 美術学校を両立させ る こ とは 不可能で あろ う 。 従 っ て 井手の ホ プ キ ン ス 美術学校入 学 は， 1891
（明治24）年頃とも考えられ るが ， 略歴に そ の 記載はな い 。 井手馬太郎の 経歴に は ， ホ プ キ ン ス 美爾
学校に関す る こ とも含め て ，不 明な部分が 多い が ， 現在筆者は彼の海外で の 就学教育機関に 関して 調
査 中で あるの で ， 詳細が判 り次第稿を改め て 発表 した い 。ともあれ 略歴 ICよれ ば， 井手は ロ ン ドン に
お い て 彼の デザ イナーとして の 基盤を きつ い て い る 。 加えて ， 農商務省実業練習生に 選 ばれ た こ とが
中央機関との つ なが りを生み，東京工 業学校の 工 業図案科に まねかれ る こ ととな っ た の で あろう。 井
手の ロ ン ドン 滞在期間は，1895（明治28）年よ り1899（明治32）年 に か けて の 約 3年半の 間 で ある 。 こ
の 頃の イ ギ リス は，ア ーツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ト運動の 時代で あ り， 当時 ヨ
ーロ ッ パ で 全盛を極め て い
た ア ール ・ヌ ーヴ ォ ーは ， イ ギ リス に お い て は ， ア ーツ 。 ア ン ド・ク ラ フ トに代表 され る近代デザ イ
ン 運動 の 前 に ， 早 くか ら退潮に 向い つ つ あ っ た 。 井手馬太郎が結成の 中心に あ っ た大日本図案協会の
雑誌 『図按』に，ア ール ・ヌ ーヴ ォ ー的図版は多 くみ られ て も．井手自身 の 手に よ る ア
ール ・ ヌ ーヴ
ォ
ー紹介記事が見当らな い の は，井手が イギ リス に お い て 始め て 専門的デザ イ ン を学んだ こ とと彼の
滞英期間を考え あわ せ ると当然 の よ うに思 え る 。
　 「図按」には ， 井手馬太郎の 記事が 3篇 の せ られ て い る が ， そ めうちの 1篇に，「図按教授法私見」
が ある ， こ の 中で 井手は ， 欧米デザ イナ ーの 基礎実技訓練 と して 次の ス テ ッ プを挙げて い る 。
　　第一　一ケ 年間
　　　簡単な る装飾的 「オーナ メ ン ト」を 石膏型 よ り見取 し，陰影法及図画法を研究す ，
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　　第ニ 　ーケ年間
　　　人体の 手足及頭部を石膏型を見取 りし， 輪郭及形状を写すこ とを確実な らしむ ，
　　第三　ニ ケ年間
　　　動物及植物を写生 し， 其特質を記憶せ しむ ，
　　第四　一ケ年間
　　　配色を練習せ しめ色の 変化を研 究せ しむ，
　　第五　一ケ年間
　　　山水の景を写生せ しむ ．
　　第六　ニ ケ年間
　　　人体の解剖学的部分及全体を画か しむ，
　　第七　ニ ケ年間
　　　右の研 究を終へ ．之を 図案主案の 素養を与へ ， 以 て巧妙に変化せ しめた る図案を器物に応用せ
　　　しむ ，
　　 　　　 　　 　　  
　　以上合計十ケ年間
そ して ， 上記の ように多年の 研究を 積む の で な けれ ば，一人前の デ ザ イナーと して 扱え るもの で はな
い と して い る。こ こ に 示さ れ た ス テ ッ プを ， 『大 日本美術新報』 の 第49号 に紹介 されて い る 「墺国美
術工 業博物館附属美術工学校規則」　（修業年限 3年）中の 図画専科第18条 と比較 して み ると，共通す
る部分が多い 。 19世紀 ヨ ー ロ ッ パ にお ける．職業的美術教育の カ リキ ュ ラ ム の 典型的パ ターン と い え
る の で は な か ろ うか 。 ま た ， 井手馬太郎が長 期に わ た る ア メ リ カ ・ イ ギ リス に お い て の 美術研修の 成
果を ， 工 業図案科の カ リキ ュ ラ ム に 組入 れ た で あ ろうこ とは想像に 難 くない 。
　ともあれ，井手が 持ち帰 っ た で あろ うイギ リス を中心 とした ヨ ー ロ ッ パ の デ ザ イ ン 事情 は ， 当時ま
だ 工 業図案科の 学生であ っ た小室信蔵に ， 多大の 刺激を与え た筈で ある 。 こ の こ とは ， 小室の 一連の
デザ イ ン に関する方法論が，イ ギ リス を中心 に 出版 された デ ザイ ン 指導書の研究に負 うと こ ろが大 き
い こ とをみ て もわか る 。 以 上に み た よ うに ， 小室が東京工 業学校工業図案科の 教員 ス タ ッ フ よ り受け
た 影響は ， 日本伝統美術工 芸に 関す る知識を始め と して ， ヨ ーロ ッ パ の 古典的様式学習法か ら最新の
海外デザ イ ン 情報 まで ， 非常に 巾広い もの で あ う た 。 加 えて ， 彼の 向学心 と明治 30年代初頭と い う時
代が ， 彼の 目を， 新 しい デザ イ ン を模索す るtcめ の方法論の 展開へ と向けさせた に違い な い 。
一 4 一
　小室信蔵が ， デ ザイ ン に対す る真摯な研究者で あ っ た こ とは ， 小室の 訃報を伝え る雑誌 『現代之図
案工芸』の 記事に おける同級生 中野喜平 の談話 ， あるい は小室よ り教育を受けた附属工 業教員養成所
工 業図案科 1906（明治39）年卒の 中尾 清太郎の 文中よ りうかが え る。 中尾 の 一文 に よれば
　　　同氏 は私が 蔵前工 業学校に在学中 ， 助教授 と して 奉職 してを られ ました 。 今で も思 ひ出 します
　　が ， 広い実習室の一隅 ic沢山の 書籍を机の 上に積ん で ． 朝早 くか ら夕方遅 くまで ， 只一人 他か ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　離れて
一心 に読書 して お られた同氏の 姿が 目に浮び ます 。
とある 。
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　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　 緒方 ：明治とデ ザ イ ン
　小室 は ， 『一般図按法』の 例言に お い て ． デ ザ イ ン 関係の 原書 と して 次の 書物を参照 した と述べ て
い る 。
　　C．Armstrong − Cusack，s　Freehand　Omament ．＿．．，．＿ ＿＿＿ ＿ ．．＿ ．
　　W ．Crane− The　Bases　of　Design．．＿＿．＿．＿＿＿＿．＿＿ ＿．＿＿．＿．．
’．1902
　　 ” 　 ” − Line　and 　Form ＿＿．．＿＿＿＿＿．．＿．＿．＿．＿＿＿＿．＿＿＿＿1904
　 L．F．　Day− Pattern　Design．．＿．＿．．．＿．．．＿．．．＿＿＿＿＿＿＿ ．．＿．．＿1903
　 C．Dressor− P τindples　of　Decorative　Design．．．．．＿＿＿．＿＿＿．＿．＿．＿
　 F．GJackson − A．　B．　C　of 　Drawing　and 　Design．＿＿．＿．＿．＿＿．＿．＿
・
　　　 ，，　　 ，，　　 − Lessons　on 　Decorative　Design．．＿＿．＿＿＿＿＿＿．＿＿1900
　　　Jt 　　 ，，　　− Theory 　and 　Practice　of　Design＿＿＿＿＿．＿＿＿．＿＿．＿1894
　　H ．Cadness− Decorative　Brush・work 　and 　Elementary　Design＿＿＿＿＿
　　H ．Mayeu − A 　Manual　of　Decorative　Composition．＿．．＿＿＿．＿．＿．＿
　　C．Martel− P血 ciples 　 of 　 Ornamenta1　 Forms＿ ＿．＿ ＿＿＿ ＿＿．＿＿＿
　　J．Ward − The 　Principles　of　Ornament．＿＿＿ ．．＿＿．＿＿ ＿ ．＿＿ 1＿＿1896
　　 ，　，　 − Progressive　Design　for　Students．．＿＿．．t．．，．＿．．．＿．＿．．．−i．1902
　　Batchelder− −The　Principles　 of 　Design＿．＿ ＿ ＿．．．．＿．．．．。．．．＿．＿＿．＿1904
　　Rhead − The 　Principles　 of 　Design＿＿．．．＿＿．．．＿．＿．．＿＿＿．＿＿、．＿1905
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　A ．Bluck− Die　Formenlehre ．＿ ＿ ＿＿ ．．，＿．．．＿＿．．．＿ ．＿ ＿＿＿＿1906
　日本に お けるデザ イ ン 関係洋書の 輸入 は，明治 30年代 には，盛ん に行わ れて い た よ うで あ る。例 え
ば ，　『東京美術学校校友会月 報』の第 1号 （明治 35） に ， 次の書籍が丸 善の 広告と して 挙げ られ て い
る 。
　　Jackson
，
srTheory 　and 　Practice　of 　Design
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しマリ
　　　 ，P　　− Lessons血 Decoratlve　Design
　 　Crane ’s− Line　and 　 Form
　　　 ，，　 − The　Bases　of　Design
　　Cuder
’
s− A 　Grarn皿 er　of　Japanese　Ornament　and 　Design
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＠
　　Ward
’
s− Floral　Studies　for　Decorative　Design
　JackSonの 2冊 は ， それぞれ広告 の年の 8年前お よび 2年前 IC発刊され た もの で ，　 Craneの “ The
Bases　of 　Design　” は発刊の年に 輸入され て お り， 主要なデザ イ ン 関係 の 洋書は ， 発刊され る と時を
移 さず輸入 さ れ て い た もの とみえ る。 た だ ， Crane の
“
　Line　and 　Form ”は ， 『一般図按法』に よれ
ば1904年の 発刊で あ り， 丸善 の 広告 よ り2年後 とな る。 小室が参考 と した の は再版の もの で あろ うか 。
また 洋書 に は ． イギ リス 近代デザ イ ン 運動 に 力 の あ っ た W ．Crane や LF ．　Day の 著作も多 く含まれ
てい る 。
　小室の 「通俗図案法」は ， J．　Ward の “ The・PrinCiples　of 　Ornament　” 1こヒ ン トを得た もの で はな
いか と考え られる 。 理 由は こ の本の 発刊は第 4版で も1899年で あ り，井手馬太郎が 帰国の 際に持ち帰
っ た 可能性がある こ と ， お よび ， 「通俗図案法」 の 内容の 展開 と，
“ The　Pdnciples　of　Qrnament　”
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の終章 と に 共通性がみ られる こ とで ある 。 こ の 点。こっ い て は後で ふ れ る 。 の ち に 小室が，J．　Ward の
“ Colour　 Harmony　 and 　 Contrast”を訳 し 『実用配色法」 と して 刊行 した の も， 小室の デ ザ イ ン 関
係洋書 の 研究が Ward の 著作よ り始ま っ た こ と に 関連 して い る とも考え られ る 。
　工9世紀中葉よ り末に か け て ， 主 に ヨー ロ ッ パ で 刊行 さ れ た デ ザ イ ン 関係の 書籍に は，様式研 究 と し
て の Ornamentを扱 っ た もの が 多い 。 ま た ， 当時の 東洋趣 味 とあ い ま っ て ， 対象 とな る Omament は
申近東よ り中国 ・日本の もの へ と広が っ て い る 。 こ のよ、うな世界各国の Omament を研究 して 導き出
され た構成上の 法則として ， Ward は 次 の、も．の をあ げ て い る 。
　　 GEOMETRICAL 　ARRANGEMENT ，　PROPORTION ，　STABILITY ，．・REPETITION ，　CON −
TRAST ，　S− Y ，　RADIATION ，　TANGENTIAL 　JUNCTION ，　REPOSE ， 一 ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　SUBORDINATION ，BAL
・ANCE ，　UNITY ，　SERIES ，　GROWTH ，SUPERPOSITION ，　FITNESS ．
　 今 日 ， わが国で 用い られ て い る造形 用語の い くっ かが こ の 中に み られ る 。 ただ ， 上に示 され た法則
は ， Ornament として の パ ター ン の 展開法，お よび パ タ ーン そ の もの の 両面 に かかわ るが，デ ザ イ ン
に と っ て は展開法 に 先立 つ パ ターン の オ リジ ナ リテ ィ ーこ そ重要 で あ る 。 「通 俗図案法」を著 した 小
室の 着眼 点は ， こ こ に あ ると思われ る。　　　　
』
　
』
　「通俗図案法 」は 用器画法を もと に した パ ター ン 作成法を説 くもの で ， 用具の 説明よ り始 っ て い る 。
用具 と して あげて い る
’
の は 「硯墨筆類 ， 翩毛類， 紙類 ， 図 引機械類 （製図器 の事） ， 定規類， 絵具類
筆洗類絵具皿 類等」で ある．次 い で定規の 運用 法を述 べ ． こ れ によ り正 三角形，二 等辺 三 角形，正方
形，菱形，菱形 の 変形，正 五角形．正 六 角形，七角形 ， 正 八角形か ら円 お よ び 楕円 の 作図法へ と進み，
更に は 円 と多角形の 結合 した場合に つ い て 述 べ ， それぞれ の パ ターン と して の 応用 を ． 日本の 伝 統的
模様であ る四 ツ目菱や 巴 ， ある い は京都市の マ ークな どに よ っ て ，参考図に組み入れ て い る 。 こ の 正
三 角形 よ り，円 と そ の組合せ に 至 る手II頂は，　 J．　Ward の “ The　Principles　of　Ornament
”
の 末尾 に
ACHAPTER 　 ON 　THE 　CONSTRUCTION 　OF 　SOME 　FIGURES 　AND 　 CURVES 　IN　PRACTI 一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
CAL 　PLANE 　GEOMETRY 　USEFUL 　IN　ORNAMENT と して 示 さ れ て い る図形 の 展 開手順 と軌
を一に して い る 。 こ こ で は ， 正 三 角 形よ り円と多角形 の 組合せ を経て ， 更に 2次曲線 ， ス パ イ ラ ル へ
と発展 して い るが ， 「通俗図案法」 に み られ るよ うな幾何 図形 をもとに して パ ターン 化 された 参考図
版 はな い 。 なお ， 小 室が 『一般 図按法』の 参考洋書 と して挙げ て い る G ．W ．　Rhead の
“ The 　Princi−
ples　of　Design
”
（Lendon， 1905）に も，　 The 　Geometrical　Basis と して ．　 Ward と同 じ よ うな正 三 角
形 IC始ま る幾何図形作図手順が示 され て い る。こ こ で も小室の 「通 俗図案法」 に み る よ うに ， 2次曲
線， ス パ イ ラ ル を欠 い て い る 。 ス パ イ ラ ル は ， 主 に ギ リシ ャ の オ ーダーと し て建築関係に 用 い られ る
こ とが多 く，一般的デザ イ ン 指導 にはあ ま りか かわ らな い の で ， 作図手順 よ り除い た の で はな い か と
考えられ る 。 「通俗図案法」 に お い て も．同 じよ うな観点か ら省い た の で はなか ろ うか 。
　 「通俗 図案法」 に次い で ，小室の 方法論は 「図案法講義」 と して 雑誌 『工芸講義録』第 8号 IC発表
され t 。 第 8号は，1906（明治 39）年 8月 の 刊行 とな っ て い る 。 「図 案法講義」 よ り，こ れを 簡略化
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
した もの と思われ る 『おだ まき』発刊の 経緯は ， すで に 別稿で 触れた 。 「図案法講義」が F．G：Jack−
son の
“ Lessons　on 　Decorative　Design　” を底本として い る こ とも別稿で 述べ た通 りで ある 。 こ の
「図案法講義」は ， 全 170ペ ージ 「通俗図案法」 の 10倍以上 で あ り，内容も ，　「通俗図案法」 に み ら
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒方 ：明治とデ ザ イ ン
れ な か っ た パ タ ーン 作成上 の 描写技法 ・自然研 究 とそ の デザ イ ン 化の 手順 ・パ ターン の 展 開．および
配色法 よ りな る当時として は画期的方法論で あ っ た 。 F．　G ．　Jacksonに つ い て は，未だ 詳 で な い が，
W ．　Midgley と A ．　E．　V ．　Lilleyの “Plant　Form ＆ Design ”（6th　ed ．　London ， 1906）の序文 ｝こお
い て
　　　To　make 　the　book　more 　useful 　to　art 　class 　a 　short 　summary 　is　 given　of　the　 principles
　　of 　design，　but　＄tudents 　are 　strongly 　recommended 　to　study 　 the　exhaustic 　treat皿 ent 　of 　this
　　important　subject 　in　M ．　F．　G ．　Jaekson
’
s　two 　books　on 　P肋 σψ抛 and 　Practice　of 　l）esign ．
とあ ると こ ろをみ る と， 欧米で は Jacksonの著作は，か な り普及 して い た と思 われ る。小室は ，東
京工 業学校工 業図案科に お けるデザ イ ン 教育を， Jacksonの 著作を もと に して 行 っ た 。 こ の教育法を
単略化 しパ ネル に して ， 「図案教授法順序」 と レて 東京勧業博覧会 （1907〈明治40＞年開催）に 展示
した が， デ ザイ ン 教育に対す る関心 が高まりっ っ あ っ た当時 にあ っ て ，質問を受 ける こ とが多 く，こ
れを 「お だ まき」 として一冊の本に まとめ大 日本図案協会の編に よ り発刊 され る こ ととな っ た 。 『お
だ まき』 に は，　「図按教順一班」 として 次の よ う に ある 。
　　　今回 ノ東京勧業博覧会二 当校 ヨ リ出品 セ ル 工 業図按科 ノ成蹟 中図按教順ヲ示 セ ル 額張一面 ア リ
　　全校 ヲ通 セ ル
ー般 ノ説明書 ハ 各 自観覧者 ノ 任 意 二 持去 リ得 ル ヤ ウ ニ セ ル モ 工 業図按科 出品物 二 付
　　詳細ノ説明 ヲ ナ サ ザ リシ ヲ 以 テ実業教育並 二 普通教育 二 従事 シ 図 画若 シ ク ハ 図按 ノ教 授 二 盡粋 セ
　　ラ ル ル 諸君 ヨ リ直接又ハ 間接 二 尋ネ ラ レ タル コ ト尠カ ラズ其度毎 二 同一ノ事項 ヲ繰返 ヘ シ 説示 ス
　　ル ノ盤錯 ヲ避 クル ト同時 二 又同一 ノ 疑問 ヲ有 ス ル 諸君 ノ 参考二 供 セ ン カ 為二 茲 二 其概要 ヲ 述 ブベ
　 　 シ
　　　此図按教順ハ 左 ノ 事項 ヲ紹介 シ 教授上及 自習上 ノ参考 二 供 セ ン トセ シ モ ノ ナ リ
　 　　 即
　　　　
一
　図按教授 ノ 順序ヲ示 ス コ ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 グワ ツ シ i
　　　　 二 　看取図 ノ描法及泥絵具使用 ノ コ ト
　　　　三 　便化創案 ノー階 ヲ特 二 認 メ タル コ ト
　　　　 四　骨 法 ヲ利用 ス ル コ ト
　　　　五
一ノ資料 ニ テ モ 容易 二 多数 ノ便化創 案 ヲ描キ 得 ル コ ト （此 図集 ニ パ オ タマ キ草 ヲ用 ヒ 看
　　　　　取図 ヲ作 リ遂次 二 変化 シ テ各種 ノ形式 二 用 ピ タ リ）
　　　　六 骨法 ノ異ナル ニ 従 ヒ テ創案
．
ノ 排 列ヲ異 ニ シ従 ッ テ相異 ル 美観 ヲ 認 メ 得ル コ ト
　　　　七 排列 ノ 形式 ハ 初級 ノ形式美ヲ感得 セ シ ム ル ニ 当 リ頗 ル 必要 ノ モ ノ タ ル コ ト
　　　　八 　立体形 状 ノ善美ナ ル 釣合ヲ予想 シ テ之 二 描キ更 二 之 二 装飾 ス 丿レ コ 曾
　以上の事項を説明するため に図 8葉を用 い て い る 。 すなわ ち実物看取 ・便化創案 ・ 独立適合 ・二 方
連続 ・ 散点連続 ・四方連続 ・ 形状区画 。 装飾で ある 。 各葉 に は 簡単 な 説明が加え られ て い るが ， こ の
説明は小室信蔵が，他 日教育時論紙上に 紹介 した もの を転載 したもの で ある 。 実物看取は実物ス ケ ッ
チ ， 便化創案は ス ケ ッ チに もとつ くデザイ ン 化を意味す る 。 独立適合 は ，　「通俗図案法」で 説かれた
齣 形態を もと に した パ タ ー・ で ・ 「図案法韈 」で は 駘 を 機 何 学的形状の 中 IC当 て 篏め る」 も
の とし， 独立 を紋や釘隠 しの よ う に 「独立的に 用 い られ るもの 」 と説 明 して い る 。 二 方連続 ・ 散点連
続 ゜ 四方連続 は・そ れ ぞれ パ ター・ の 闘 法を示 した もの で ， こ こ ま で は ， 「図案齲 義控 簡略化
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した もの とな っ で い る 。 形状区画はデザ イ ン （表面的装飾 と して の） の対象とな る器物の形態 を，平
面図形で 検討す る こ とを指す 。 そ して 最後の 装飾が ， 決定 した形状の 上に パ ターン を応用する こ とを
意味 し， こ こ に デ ザ イ ン が完結す る こ ととな る 。 こ の 方法論 は ， 定め られ た 形 態 （平面的で あれ立体
的で あれ）に パ ター ン を附加する とい う応用美術の考 え方の延長線上 に あるとみ る べ きで あろう。
　 「お だま き』が発刊されて か ら 2年後の1909（明治42）年 に ， 小室の 方法論の 集大成ともい うべ き
「一般図按法』が丸善 より発刊された 。 タ イ トル に 「一般」 の 語を用 い ttの は ， 各種の 専門的デザ イ
ン に共通 な 「一般的 な る部分」を．デザ イ ン の 概念 として 提供するため で あると例言で 断 っ て い る 。
『i 般図案法」は約400ペ ージ ， 図版198点を 含む詳細なデザ イ ン 指導書で ，単行本 と して わが 国初の
デザ イ ン 指導書 で ある 。 内容の紹介は略するが ， それ まで の 小室の 著作 に比 べ ると， 少 くとも次の 2
点に特徴がみ られ る 。 第 1点は． 美的形式原理 と して の 造形用語 を系統 だ て て 紹介 した こ とで ある。
「
勿論ジ 「図案法講義」に お い て も，連続 ・ 反映 ・ 変化がデザ イン 上 の 3原則 として と りあげられて は
い るが；これ は形式原理 の 一部で あ りまた ， 個 々 の 用語 に 対す る解説も十分 で なか っ た 。 「一般図按
法』の 第 1章 「緊要な る諸原則」 にお い て は，次の 用語 をあ げ．解説を加え て い る。すなわち変化と
統一 （Vari
’
ety
，
　Unity）・ 均済と平衡 （Symmetry ；Balance）・適合と連続 （Fitness，　Repetition）・ 安
固 と均合 1（StabiHty，　Propoction） で あ り ， ま
1
た変化に は反 映 （Contrast） に よ るも の と従属 （Sub・
ordination ） に よ るもの が あ ると して い る 。
　構成上の 問題 と して は ， 第 6章 「平面模様組織法」 に おい て 平面分割が とりあげられて い る 。 用い
られ て い る図版 よ りみ て ．平面分割の 問題は E．A ．　 Batchelderの “ The 　Principles　of　Design”
（Chicago ， 1906）に よ っ た もの で あろ う 。 序文 に お い て Batchelderは，デザ イ ン を学ぶ 学生 は線お
よ び面の 構成の 基礎を なす原則 の 習得よ り始め るべ きだ と述べ て い る 。 本文で は ， Rhythm ・Balance
。Harmony を 中心 に デザ イ ン の 原則が 説か れて い るが ， こ の 内容は ， 同 じく序文で Denman 　W ．　Ress
博土の指導の もとに ， ハ ーバ ー ド大学で なされ た仕事 を発展 させ た もの と言 っ て い る 。 小室信蔵が の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
ちに ， Denman 　W ．　Ross の
“A 　Theory　of　Pure　Design” を 「図案学精義』と して訳 出した の は ，
Batche1derの序 文に 示唆されて の こ ととも考え られ る。
　第 2点は ， 参考図版に 数多 くの 伝統的 日本模様を用 い て い る こ と で あ る 。 わ が国に おけるデ ザ イ ン の
普及に意を配 っ たあとが うか がえ る。 「図案法講義」 に お い て は ， 図版の 多 くは Jacksonの 著書に あ
るも の が殆ん ど手を加え られず ic転用され て お り， 読者に と っ て な じみ の薄い 図形 も多か っ た 。 また ，
先 に述 べ た第 1章の 終節 ICおい て は ． 構成原理 として 真 ・行 ・草の考え方を導入 しよ うと試みて い る 。
真 。行 ・草に っ い て は ， 島田佳矣も 『工 芸図案法講義」　（明治44 興文社） の 中で 様式分 類の 基準に
とりあげて い るが，デザ イ ン にお ける構成原理 と して 定着す る ζ とは なか っ た 。
一 5
　小室信蔵の 『一般図案法』 は，わが 国にお ける方法論の プ ロ トタ イ プ として そ の 後の デザ イ ン指導
に 長 く影響を与え続けてい る 。 特 に彼の 紹介 した 構成原理 ・ 「便化」 （今 日 で 言 う、「デ ザイ ン 化」。 原
語は英語 の Conventional） と い うデザ イ ン 用語お よび そ の 展開 ・ パ ターン の 展開法な どは，そ の 後
発刊串れた デザ イ ン指導書 の 多 くに とり入れられて い る 。 例え ば石井柏亭Q 「図案講義」（『新美術講
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緒方 ：明治 とデ ザ イ ン
座群 画瀬 捲 昭 和 3 軼 獅 社）汕 槻 ρ 「器体 啝 成と装飾」岬 和 6 聯 社）な ど
で あ る。 方法論 に新 レい 視点を もた らしたもの 属 宮下孝雄あ 「装飾構成の 餅穽」、（昭和 3　木降堂）
が あるが ， こ れ におい て す ら，．部 分的1こ は f一般図按法』の 影 響を免 が れ て．は い ない と思われる．。 な
お ， 宮下孝雄は東京高等工業学校本科工 業図案科1910 （明治43）年の 卒業生で あ るd
朏 明治 1・C お け るデザ イ ・ 躙 する方法論の 導入過翫
’
小室信蔵と彼の 著作榊 ・嘩 概説 し て
み た 。 多 くのご批判 とζ指導をお願睦した睦g
　注
  　拙稿 「明治とデ乎〜シー東京高等工 業学校主業図案科を中心 に乙 」 「夙 川学院短期大学研究紀要4第 2号　昭
和53・ep3月・．緯 び r明洽とナザ イ ・
：LkH 本図細 会 と鸛 「図按1− 」 「夙川学院短駄 学碑 紀要悌 3
　号 昭 和 53年12丹 参昭 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、
  　拙稿 「明洽 とデ ザ イ ン ーウ ィ ンー 万国博覧会か ら金沢区工業学稼の 創設まで一」
．
『デ ザイ
’
ン 理 論」第12号　昭
　和 48年11月　関西意匠学会　参魚
  　横地清次郎編 『図 按」第i8号　明治36年 9月沸 班号
’
明満嬲年 12月　国光社　所収
  前掲 『図按」第18号 27ペ ージ
  　藤田 祐眞編 「大 日 本美術新報」第25号　明治18年11月 ， 第 29号　明治19年 3月， 第31号　明治19年 5月〜第32
　号　明 治 19年 7月　 鷸盟社　所収
  土 屋喬雄編 『G ．ワ グネル 維新産業建設論策集成」昭和51 原書房　588ペ ージ〜589ペ ージ　な お この 「工 業
　ノ 方針」は 梅 田 音郎編 『ワ グネル 先生追懐集」昭和 13 故ワ グ ネル 博士記 念事業会　に も採録されて い る。
  前掲 『大 日本美術 新報 」第24号 昭治18年10月 6ペ ージ
  　 「繭絲織物陶漆器共進会第四区陶漆器　審査報告附録講話会筆記」明治1926 〜27ペ ージ
  　前掲書　38ペ ージ
  前掲 書 40〜41ペ ージ
  前掲 『大 日本美術新報」第 5号 明治17年 3月 1ペ ージ
  　前 田 泰次 「現代の 工 芸」 1975　岩波書店　13〜14ペ ージ再引
  　前掲 「審査報告附録講話会筆記」 52〜53ペ ージ
  　前掲書 「製品要点比較表」
  前掲書 66ペ ージ
  　前掲 『G ．ワ グ ネル 維 新 産 業建設 論策集成」　 519ペ ージ
  　鎗 田徳之助編 r技芸の 友」第 5号　明治39年 2月〜第 9号　明治39年 6月　所収
  　前掲 『夙川学院短期大学研究紀要」第 3号　参照
  　浦崎永錫 「日本近 代美術発 達 史」昭和 49 東京美術　292ペ ージ 参照
  「審査官列伝」明治 36 金港堂 85〜86ペ ージ
  前掲書 87〜88ペ ージ
  　日本デ ザ イ ン 小史 編 集同人 編 r日本デ ザ イ ン 小史」1970 ダヴ ィ ッ ド社　14ペ ージ
  前掲 「審査官列伝」29〜30ペ ージ
  　牧野義雄 「あ さき ゆ めみ し」昭和31 暮しの 手帖社　124ペ ージ
  前掲 「図 按亅第U 号 明治36年 2月 2〜3 ペ ージ
  　前掲 「大 日本美術新報」第49号　明治20年 11月　 50ペ ージ参照
  　深田 長之助編 「現代之図案工芸」第 8巻第 3号 大 正 11年 3月　 3？ペ ジー
  　小室信蔵 「一般図按法」明治42　丸善株式会社　例言　 2〜 3ペ ージ
  「東京美術学校校友会月報」第 1巻第 1号 明治35年 6月
  Jarnes　Ward 　 The　Pn
’
neiples 　 of 　Omament 　4th　ed．　London ， 189940ペ ージ．なお ， これ らの 用語の 解説が
　 そ の あ とに続い て お り，巻 末 に も用 語 解説が 重ね て な されて い る 。
  　前掲書　176ペ ージ
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  　前掲 「夙川学院短期大学研究紀要」第 2号　参照
  大 日 本図按協会編 『お だ まき』明治4e 芸艸堂 図按教順一班
　な お ． パ ターン の 展開法 に つ い て は，すで に 『清国染織刺繰物 二 関ス ル 意匠図按調査報告」　（農商務省編　明 治
　37 国光社） に おい て 「三 角形連続法 」， 「堆積的 連続法」の 2種類に つ き，簡単な解説を試 み て い る。 こ の 報
　告書は 1対清国貿易の 参考と して農商務省が 小室信蔵に 委託 した 調査 の 結果をまとめ た もの で ある 。
  　Denman 　W ．　Ross　A 　Theorpt　of 　Pure　Design　 Boston　and 　New 　York ， 1907
　こ こ で Ross は；デザ インを人 間 の 感情 ・思 考 ・諸活動に お け る秩序 （Order）と規定し，秩序 （Order）と し
　て Harmony 　・　Balance ・Rhythm の 3つ を挙げ，　 Harmony を Balance，　Rhythm をも包括す る第 1の主要 な
　原則と して い る 。 更 に これら 3つ の 原則を ， 点 ・線 の 抽象的要素の 組合せ に よ っ て 論理的に体系づ けよ うと試み
　て い る 。 Ross や Batchelderに み る よ う に，20世紀初頭の ア メ リカ に お い て ，デ ザ イ ン の 構成原 理 が 抽象形態
　で ある点 ・線 ・面を用い て 論理 的 に研究され て い た こ と は注目すべ きで あろう。 この “ATheory 　of　Pure　De・
　sign
”
が 「図案学精刻 として 小室 の 訳に よ り出版 され た こ とは前 に 述 べ た が，出版年月 は明 らか で な い 。た だ，
　尚じ く小 室 の 「実用 配 色 法」 （大正 7　深 田 図案研究所 」．Ward の
“
　Colour　Harmony 　and 　Contrast” を訳
　した もの）の広告欄に 「図案学精義』の 紹介がな されて い るの で ， 1918（大正 7）年頃の 出版と考え られ る。
　　この ほ か小室信蔵は，1919（大正 8）年 に は ア メ リカ の 建築家 Claude　Bragdon の “The 　Beautiful　Nece ・
ssity
”
（New 　York ， 1918）を，　 r形象芸術之要諦」 （大正 8　丸善株式会社）と して 訳出 して お り， 小室 の 方法
　論に 対する関心は早 くか らア メ リカIC向け られ て い た と考え られ る。
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